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スレード氏反射鏡
中 村 要

　英スソード氏より試瞼の爲め6・5吋fP提供

され昨年十二月號に此の紹介かし雲所早脚数

氏より申込みがあり此の鏡匡大阪の植村氏の

手に入ろ事になりー月始め註：交な終り五月始

めに到着しナこ。スソード氏口約十年の経験な

有する新進の素人でありエリソンの弟子の所

謂二人の一人でめる。＝リソンによるご素入

でに最も熟煉であり、第二流の職業家以上で

あろ。此の鏡についてに次の檬な事情があっ

プこO最初の手紙の返信に、

「悪き鏡が一つSして反射鏡の二二の爲めに
日本【こあっ》（にならぬ9：1：「1写します。自分

の鏡製作ば生活費を得る爲でなく科門々愛す

ろ爲であります。減た作ろ爲如何程時間カミか

かっても最：良の結果が得られるまで苦心しま

す。重ロ何に鴫…間ゐte9旧しても悪き鏡か麺ミろ事に

致しまぜん。数回経験しアこ事でありますが鏡

た良くする方法か見零しすご時にば常にス1・ッ

クの鏡を縄べて直し最善の標準にして居りま

す。又碗在使用されて居る極めて少数の鏡の

みが全口径か通じて倍傘踊像に有敷であるt

信ずろ添い理由た持って居ります。他の製作

者の非難をし才こり或ば自分の自慢なしようS

に思ひまぜんがカy“反射鏡の名碁の悩めに言

って居ろ事に過ぎまぜん。自分の考えな前に
言つナこ鏡ゐρ蓬…つて確力、め曽てもらいナこいミ，慰ひ

ます。此の鏡た使用する事によって他の製作

者の手1こなろ鏡よりも良女子なが～起£ゐ9暴々デられ

ろ事ke確信しまず。他の製作者（カ1レ9“一工

蓼ソン）は英國に於けろ最：良のものご考えら

れて居ります。私の高い六事が事實なれば私

ば英國に於ける最：良の製作者でぜう。自分に

充分の自信た持って居りますが鏡を試瞼の爲

めに迭リナこいS思びますO自國畏に行にれろ

よりも貴君の手にまかぜナこいS思ひます。叉

私匡此の鏡なしばしば試験して見ましナこ。し

かし其の能力it人間のf飼得ろ限度まで完全

であります。」

　罪常な自信で途られたものであるが、英國

の翼面目なる鏡研究者間に如何に嚴重最良の

鏡の爲に反射鏡の名暮なる言葉が重要脱され

て居るかば分かろ。絵談で［i［あるが来のポー

ター一派の寧ろルーズな鏡製作に甚し二丁に

於て可なり強い反i封がある事は近時の雑誌に

現れて居る。

　鍍銀も悪くならないεいふ自信で逡られすこ

ものであるが自分の圭張通り少々傷いて寧ろ

鍍銀しない方が良い様であっすこ。

　鏡到渚可約一週間にわナこって野方の爲めに

迭られナこものであるが故に可なり詳細な試験

か行つナこ。

　影試駝：、影の外観に端がz酎こく見え影が中

央近くよって居ろ。即ち端ば球面近く中央部

より双曲線になり丁度中央一吋弱球面の面が

あり河西氏のエリソン鏡書可なり似て居ろ。

影の強さから見て僅かにアングーコレク下に
見えナこO

　帯試瞼、丁度四回時期な分けての結果で中

央端の差巨可なり良く一致し’て居ろ。焦鰍星巨
離　　47・5「【寸∩、　F7・3
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　帥ち測定結果から見て75ε51の差の少ない

事匡球面近い事秘意味し43ビ28の差の大なの

に双曲線を意味し28ご］Oの差の甚だ少ないの

ば球面な意昧すろ。影の一般形JLkt（i充分確か

められ，る。中央t端の差帥ち修正量は計高値

の0．8である。此れに正しい誤りの無い：量でめ

ってエ1）ソンの法貝葛の量i！1一一：致し此の量t弍日

本でば極めてよい。わざわざ此の量に修正し

7こものか或ばスv－Fの古い記簸の如く星試
瞼に二よろ修正量の黒占Eh　Apしナこものミすれ1てエ

））ソンの理論為r確かめる。

　鏡面に此れ以外技術の程度た示す淺いしか

も張い端の曲りが明らかに存在すろ。叉鏡面

全衝に硝子面に小さい波が存在する．∩此れに

硝子材の不良に超因するものかも知れないが
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通常1此の様なものは見営らない。鏡面に可な

り亭坦ではあるが中央近くから少し平坦）5？ew

き表面の一般三脚工エリソンの技衛に劣って

居る。又帯牧差量より見てもエリソンにに可

なり近く事實最良の鏡でばあるが少しば劣っ

て居る◎

　星像試瞼ば注意深く焦黙内外像75e追えば帯

測定な確める。像ば夜：間の温度降下の爲め正

しい野物線の像である。焦鮎内像でば中央の

穴が最初に像た作り焦黙幻像に端が球面近い

爲に周りが鏡くない。焦黙像は遊星及び星像

tも最も濫足なものである。明らかに鏡に良

好であろ。試験匡かくも嚴重過ぎる。

　スレ．，一一ドの言葉匡充分誰明rtられなかつナこ

ミに言え、全く誤りではない。端の鏡さ一般

の鏡形1：・・：　’］ソン鏡匡確かに自慢の如く優れ

て居る。

　鏡の裏面に勉物線秘作られるまでに作られ
才こジ血學Z｝三面【＝二なつ層て＝居り。　規準21sif作製の爲

め作られナこ三期の一箇で鏡の裏面②挙酬工全

然必要でなく又例外のものである06吋宇の

光軽挙誕に現債20藤（輪宝償250圓以上）fP値

すろ。一磨黙検後可なり良好s認めたので自

分は此れな試瞼板Sして宿酔に反し可なり容

易に6吋採譜准完成し、蕗れεスタインハイ
）レ七吋亭面亡三面「封奇し一て黒占検しナこ所による

ヒ明らかに僅かに凸であろが素人の仕寧Sし

てば全くの成功である。（自作の六四平簸f匡封

物レンズ試瞼、2fSthの特殊試瞼用及び將來の

大亭面製作の爲に使ふつい」である）

　硝子材lzt英ビ1レキン〉ン會杜のものである

らしいが無論菩通の板硝子である。此の鏡の

利鮎ば殊に磨きが非常に完全である事であっ

て集光力及び散光防正に有力である。磨きに
非常の勢力な要し力事ご思ふ。

　鏡に素人tしても專問家亡しても満足であ
る。

　尉鏡の二t・・一　INン平弼に短繧1．4　il寸あり磨

きに鏡同様良好である試瞼によるピ良好なも

のでない。厨に凹で丁度一波長四萬分の一吋

の誤差である。引取が総て曲って居り凹の形

状が楕圓になって明らかに稀らしくも切噺後

磨かれ7こものである。凹の形朕が四十五度の

購から見て像を長くぜす圓形に牧差た與える

ので悪き挙面程の影響ば無いが此の量な確め

る爲に可なり多くの實瞼な行つブこ。結局使用

ば出來るが良き亭面の方が良いのに明らかで

あるからスソード氏に交換な交渉する事にし
7：0奉面ば特命の技術を要し最：良のものば作

り難い爲に素人にば多くは要求（t出來ない。

　以上の様な結果ぱ軍に良好なる鏡た作ろ事

が可なり困難で何人でも証1來得るぜいふ性質

のものでない事な示して居る様に思ふ。

　琵の鏡ばマウンチングを自分の設計で行び

多分七月より使用し得ろek［：なるだらう亡思

ふ。街ほ此れや近く到着すべき松本氏の鏡等

についてば畦擬ゐ9待論ればならぬ。此の美事

なる鏡奄日本の反射鏡に加え得ナこ事葎喜び植

村氏の幸頑准喜び殊に同SS　［t属し櫻密な與え

られすこ事を・厚く感謝しておきすこい。

倉　敷　天　文　台

　去る十月九日．倉敷にいよ暉々32センチ反射二一：鏡が到着。翌十日朝早くよ

り原．山本．水野．宮原．奥田の諸氏出席して．黙れを懸りに同地農學研究所

内の一室に搬入し．見事に組み立てを終つte。今後、天文台に擁する用務も漸

；盗癖艦化する筈であるfめ、今般下記の如く職員を依囑するこミにしナこ。
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